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　頭蓋頂鋭波 （hump ）は ，睡眠第
一
段階の 後半に 両側の 中

心 部．頭頂部優位 に 出現す る振巾の 大 きい 波で あ る。小児

で は尖鋭な hurnpが よ くみ られ，時に 中心〜頭頂優位の て

ん か ん性鋭波 との 区別が困 難な こ とが あ り，日常診療の 場

に おい て は判読者の 主観で 判断される こ とも少な くな い 。

そ こ で hump とて んか ん性 鋭波 とを客観的 に 区 別す る方法

を開発 した。

　中心 部〜頭頂部に 2 台の 脳波計を使 っ て 24個の 電極を集

中させ，左 右 それ ぞれ の 耳だ を基準 電極 と して 単極 誘導に

よ り鰹 康な 6歳，7歳 ，9歳 の 小児 3名の 睡 眠の 記 録 を行 っ

た 。 hump の 陰性波 の voltage を測定 し， 頭皮上 に 3次元

の mepping をす る と3名と も非常 に 似た形状 とな っ た。す

なわ ち正中線上に 最大 voltage を持ち前後左右に 行 くに し

た が っ て ゆ るや か に減衰する ド
ーム 状 と な っ た 。 次に 中心

〜
頭頂 部 に 焦点を もっ て ん かん の 患者 6歳，10歳の 2名で

も同様の 記録を行 っ た 。 健康な 3名と同 じくhump の ド
ー

ム が得 られた 。 また，て ん かん波 に つ いて も同様に 陰性波

の voltage を測定 し mapping す る と急峻な山 型とな り，最

大 voltage 部 は正 中線か ら数 c 皿 離れ ，明 らか に hump の ド

ーム とは形状が 異 っ て い た。

　今回 ，中心 〜頭頂部 の 多電 極脳 波 に よ る voltage 　mapp −

ing を行 い ，　 hump は ゆ るや か な ドーム状 が，て んか ん波

は急峻 な山型が得 られ た。い ず れ もその時 によ り veltage

は様々 で あるが ， 形 状 （すな わ ち各電極間の 比率 ）は保存

され て い た。この 方 法 で hump とて ん かん性鋭 波 が客観 的

に しか も比較的 容易 に 区別 で き る と考え られた。

【目的】　 小 児 て んか ん 症 候群 の 中で、てん かん 発作 波 が、

睡眠 ・覚 醒の 日内 1丿ズ ム に伴 っ て 著 し く変動す る 例が あ り、

そ れ らの 症 例を中心 に私共 は経年 的終夜睡 眠 ポ リグ ラ フ （P

SG）を 行 っ て きた
。 今 回 は そ の 中か ら思 春期に発作が 著減

した症 例をと りあげ、発作波の 分析を中心 に 報告す る。

【対象お よ び方 法 】　 対 象 ：夜間睡 眠時 に 発作波が 著減 し

た代 表 的 な 2症 例 を と り上 げ た 。方 法 ： 成 長 曲線 、初 潮、

て んか ん 発 作 の 臨 床 経過 、PSG に よ る 睡眠 お よ び発作 波

の 経年的推移に つ い て 検討 した 。

【結果】　 臨床経過 ：症例 1（15歳女児）： 1歳半より有熱時

の 全 身性 強 直 間代 け い れん と、3歳 か らID歳 時 に 入眠 時 の

ピ クツ キが み られ、3歳か ら12歳 まで VPAを服 用 して い た 。

初潮12歳、身長速度 （年 間の 身長 の 伸び ）の 頂点は 11ueで

あ る。

　症 例2（12歳 女 児）：3歳 か ら7歳 ま で に 二 次 性 全 般化 発作

が 計 9回 み られ、4歳 か らVPA，　PHT，　PBを 服 用、現 在 は VPAの

み 服用 して い る 。 初潮 11歳、身長速度 は 8歳で ピークを示

した 。

　経 年的 PSG の 分析 ：

1）
一

分 当 た りの 平均 発 作 波数 の 経 年 的推移 ：

　症 例 1 ： 11歳 時 22．　4個／分、12歳 時 27．9、13歳時26．3、

　　　　 14歳時7．5、 15歳時4，2

　症 例 2 ： 8歳時 14．9、9歳時 9．9、10歳時 10．3、H 歳時6．3、

　　　　 12歳時2．Lで あ っ た 。

2 ）睡眠段階と発作波の 出現頻度 ：各年毎の 結果 では、症

例 1 ・2 共 に発作 波 の 出現 頻度 は 睡眠 が 深 くな る ほど多 い

傾 向が み られ た 。 な お 症 例 2、8歳時 で は、RE糊 L7 個 ／

分，SI　 ll．6，S218 ．3，S327 ．6，　 S426 ．0で あ っ た 。

3 ） 睡眠サイクルと 発作波の 出現頻度 ：症例1で は 明け方に な

る につ れ て 発 作 波 が 減 少す る傾 向 がみ られ、症 例 2で は 夜

中 に 発作 波が 少 な い 傾 向 が 認 め られ た 。 経年的 に は こ れ ら

の 傾向を保ちなが ら発作波が 減少して い っ た 。

【結論】　 思春期 に てんかん 発作波が著減 した 2症例に つ

い て 発作 波の 分 析 を行 っ た。症 例 数を 加 え 更に 検 討を続 け

たい。
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